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CTにおけるほとんどのアーティファクトに対して低減効果があります。
開発用ソフトウェアの提供・デモンストレーションが可能です。

低温X線CT装置

牛肉のX線CT結果の断面図表示。
実際の牛肉と対応するように着色している。
本来のX線CT像は白黒。

計算機トモグラフィー(CT)　計測技術　3次元画像解析　X線イメージング　産業用CT   
コーンビームアーティファクト　角度制限アーティファクト

研究中のWindows対応ソフトウェアの画面写真
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   全く新しいCT再構成法として、Simulated 
Annealing法を利用したSACTという方法を
考案・研究しています。
 SACTは通常のCTに比べてコントラストが
向上します。コントラストの向上は見掛け
の空間分解能の向上にもつながります。従
って、CTが用いられているあらゆる分野で
SACTの利用価値があります。

　現在のCTはマルチスライスからコーン
ビームにシフトしつつあります。コーンビー
ムCTでは、理想的な再構成条件が満たせ
ず、アーティファクトが生じることが知られ
ています。SACTはコーンビームでのアーテ
ィファクトも低減します。

　投影角度が制限されたCTは、電子基板
などの平板状の被写体、ナノスケールの分
解能を誇る電子顕微鏡CTで問題になって
います。SACTは投影角度が制限されたCT
のアーティファクトも低減します。SACTによ
って、CTの利用分野拡大が期待されます。
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